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第1図ー従来の教科書、オッシロのコンデンサー・インプット整流回路のリップル電圧・Di電流
波形は、ただプローブで電圧をあたるだけで、コンデンサー・インプット整流回路の理論をまっ
たく理解出来ていない波形表示ではないのか！
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コンデンサー・インプット整流回路を考える

Aの部分はコンデンサーから負荷に電流が流れる領域のディメンジョン、Ωの法則道理の電気回路です。
Bの部分はコンデンサー電圧よりＡＣ側が高くなり,Diがコンデンサーにチャージする電流がながれ、一部が負
荷に分流する、積分回路領域のディメンジョン、コンデンサーの電圧が基準になりそれ以上の電圧が加わる
が、実際にＤiに加わる電圧はコンデンサーの電圧を引いて表示をしてやらないと、かかってもいない電圧を
加えた、これはΩの法則を逸脱してしまっているのでは？Ｂ回路はコンデンサーを負荷にもつ積分回路です
から。

Bの部分はコンデンサーからＤｉ整流に切り替わり、Ｄｉにかかる電圧は０Ｖから交流波形ピークまでで、コンデン
サ電圧の上での出来事ある、Ｄｉ電流はコンデンサにチャージと負荷電流を供給する、コンデンサ電圧と交流
側電圧が同じになると，Ａのコンデンサ電圧に戻りコンデンサから負荷電流が流れる、従ってＢに移った瞬間
電流はコンデンサに流れ込むため負荷電流は約１ｍｓｅｃ欠落してしまうのでは。

第2図ーΩの法則道理にディメンジョンを同じにすると、コンデンサー・インプット整流
回路と電圧・電流波形はこうなっているのでは！オッシロスコープにファジー理論を
入れないかぎり表示できないのでは？
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オッシロではコンデンサー・インプット整流回路のリップル波形は見られないのでは！

理論通りにΩの法則に従ってディメンジョンを合わせると、波形は下図のようになっているので
は！
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まとめ

コンデンサー・インプット整流回路の動作原理を９９％近い技術者が考えも、理解もしていない。オッシロ、
データースコープをバイブルとして育った技術者はプローブの電圧のみが正しいと判断し、従来のリップル
波形(切れ間の出来ない波形）のどこの点を取っても、電圧が存在するので、Ωの法則から負荷電流欠落は
考えもつかない、オッシロがコンデンサー・インプット整流回路の動作原理を理解出来ず、現在の波形表示
をしている以上、ここ100年間も続いているは改善されない。

コンデンサー・インプット整流回路の動作原理でコンデンサー電圧が基準になりそれ以上の電圧が加わった
ときDiが動作するのであれば、切り替わる点のDiに加わる電圧はかぎりなく０Ｖにちかいので、VFの存在す
るDiが十分な負荷電流を流せないことは考えればすぐに想像できるはずである。

従ってもしオッシロスコープのプローブの電圧のみが正しいと判断すると、コンデンサー電圧を電源として負
荷をもつ回路のディメンジョンと、コンデンサー電圧より上部での現象、Ｄｉ整流電流がコンデンサー負荷＋負
荷へ供給する、積分回路のディメンジョンをただつなぎあわせる、（コンデンサー・インプット整流回路の動作
原理を無視）とすると、Ｄiに加わつてもいないコンデンサー電圧を加えて表示するため、Ωの法則から外れ
た現象が生じてしまっているのが現状です。

オッシロスコープは原理とか理論を理解する思考能力は持ち合えあせていない、プローブの電圧のみを検
出、可動鉄片と同じである、原理とか理論を組み合わせて、波形をみて判断するは思考能力のある人間の
仕事である、技術者が判断も出来ず、オッシロに従っていたのでは発明も考案も何も出てこない、”何を換え
ても音は変わる”と言うが、すべて理屈が存在し変わっているのであって、ただその理屈の原理を理解でき
ないだけの事である。

ＡＥＳ論文発表の２００５年、２００７年第２世代シリ－ズ電源、内容は毎サイクル２回、負荷電流欠落（約１ｍ
ｍｓｅｃ）は音声信号（約１ｍｍｓｅｃ）となり、楽器の楽音ピッチ、の変調を生んでしまうことになるので電源の
見直しを早急におこなわないと録音現場、再生現場も含め原音とかけ離れた音楽を聴かされる現状が日常
化するのではと心配しします。
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